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剣をふりあげる鍾馗と、鯉のぼりの口からちょろりと顔をのぞかせ
る小鬼。端午の節句を題材にした、画面からあふれるような迫力と
ユーモアいっぱいの作品です。筆者の河鍋暁斎（１８３１〜１８８９）は確か
な写実力とユニークで機知にとむ着想で人気を博しました。「近代日
本医学の父」と呼ばれるドイツ人医師ベルツは、在日中に暁斎と親交
を結んでその作品をことのほか愛好し、ベルツ・コレクションには２０
点以上の暁斎作品が含まれています。
（特別展「江戸と明治の華」に展示）

鍾馗図
しょう き

明治時代
ドイツ バーデン＝ヴュルテンベルク州立リンデン民族学博物館所蔵
縦 98.8cm×横34.0cm 河鍋暁斎筆 絹本著色
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博物館は幼稚園から高等学校まで毎年多くの
学校団体に利用していただいています。
大切な授業時間を使って博物館を訪れてくだ

さるのですから、子どもたちにとって楽しく学
びの多いものにしなければなりません。そこ
で、博物館の職員と学校現場の先生で構成する
博学連携委員会を年４回開き、利用する側であ
る学校現場の先生方の意見を聞く機会を設けて
います。
この春に開催する特集展示「弥生時代のくら

し」も、先生方の意見をお聞きして計画しまし
た。６年生の春の校外学習に合わせ、歴史学習
の導入として、石庖丁を使った穂摘みや石皿で
木の実をつぶすなどの体験を取りいれ、実感を
ともなって学習できるように工夫しました。
毎年１月から３月にかけて開催している企画

展「ちょっと昔の道具たち」についても委員会
でいろいろな意見をいただき、今年はそれをも

とに昭和時代の銭湯を新設し、見学時に使う
ワークシートを工夫しました。学校との連携を
図ることで、平成19年度は220を超える学校団
体に利用していただくことができました。
これからも、学校のニーズに合わせた展示や

企画を工夫し、「学校からもっと訪れたくなる
博物館」をめざしたいと考えています。

学校からもっと訪れたくなる博物館をめざして

特集展示「弥生時代のくらし」見学風景

■特集展示（２階 総合展示室内）■

２階の総合展示室の一角に特集展示コーナーを設置し、１～２ヵ月ごとにテーマを設けて資
料を公開しています。４月から７月の日程は下記のとおりです。
４月３日（木）～５月１８日（日） 「弥生時代のくらし」
５月２２日（木）～６月２９日（日） 「温故焼」
７月３日（木）～８月３日（日） 「日本の団扇」

■柳津歴史民俗資料室の展示■

分室・柳津歴史民俗資料室（岐阜市柳津町下佐波西１−１５ もえぎの里２階）では、４月か
ら８月まで次の日程で展示を行います。観覧は無料です。
４月２０日（日）まで 「近代消防への変遷」
４月２２日（火）～６月８日（日） 「土と暮らす」
６月１０日（火）～７月１３日（日） 「笹の葉さらさら ～七夕と初七夕～」
７月１５日（火）～８月３１日（日） 「故郷と戦地をつなぐもの」
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「連歌の再現」で満尾

特別展「斎藤徳元」最終日の12月２日、中世
日本を代表する文芸である連歌を実作する会、
「連歌の再現」が行われました。連歌は、複数の
人が集まって五七五の長句と七七の短句を交互
によみつぎながら、恋、四季、旅など、人生や
情景を展開して一巻の作品を完成させます。現
代では、大阪や京都などごく限られた場でしか
行われていません。斎藤徳元は連歌を学び、多
くの連歌会に加わったことから、展覧会に関連
して当館でこの行事を催しました。

当日は、中世文学の第一人者である島津忠夫
先生を初めとして11人の方が壇上に並び、会場
には約80名の観客が集まりました。連歌につ
いての簡単な解説ののち、“武将俳諧師”である
斎藤徳元と、冬という季節にふさわしい「もの
のふの才も豊けし霜の松」を発句として、四四

ざえ

句（世吉）の制作が始まりました。途中で会場
よ よし

の皆さんに参加を呼びかけたところ、大勢の方
から句が提出されました。それらの句は、座を
さばく島津先生と、補佐役の鶴崎裕雄先生に
よって選択や手直しがくわえられ、句が定まる
とそれに続く次の句を全員で頭をひねることに
なります。１時から始まった会は、予定を大幅
に超えた５時近くになって「春の愁ひも秘めし
いにしへ」の挙句がよまれ、一巻が満尾（完成）

あげ く

しました。

博物館ニュース
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日比野克彦さん来館

１２月４日から１月２７日まで開催された加藤栄
三・東一記念美術館での企画展「金華ゆかりの
画家たち」を、作家の一人である日比野克彦さ
んが訪れてくださいました。
岐阜市金華地区は、鵜飼観覧船乗り場や、美

術館・博物館・岐阜城の建つ岐阜公園もある、
岐阜の観光の中核地域です。ここを拠点として
活動するＮＰＯ団体「わいわいハウス金華」と
博物館との協働事業として展開中の「ふるさと
岐阜・魅力発見大作戦」の一つとして、この展
覧会は企画・開催されました。地域に残る、ゆ
かりの画家・工芸家・デザイナーの作品の情報
を地元の人が集め、加藤栄三・東一記念美術館
を会場に、川合玉堂筆「入馬」図ついたて（伊
奈波神社所蔵）を初めとして１７名の作家による
２９作品を展示しました。
岐阜市に生まれ、「金華の町は自分の原点」と

語る日比野克彦さんは、世界を舞台にアーティ
ストとして活躍中です。数字をかたどった巨大
な行灯を屋形船に乗せ、それを長良川に浮かべ

あんどん

るイベント「こよみのよぶね」のプロデュース
のために岐阜に来られ、１２月２３日に美術館で２０
歳代の作品「PARIS-１９７９」に対面されました。
学生時代に初めて訪れて心に残ったパリの色や
空気をキャンバスに描きとめたものとのこと
で、自作とともにカメラに納まっていただきま
した。
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平成１９年度受贈資料一覧
平成１９年度には、下記のみなさまに貴重な資料を御寄贈いただきました。ここに厚くお礼申し上げ
ます。

資 料 名芳名（敬称略）

指物師道具一式
「紹介人名簿」及び弁護士関係図書５冊
ライティングデスク・文机など、近代生活資料５件
学習机・鰹節削り器など、近代生活資料７件
欄間１０点（展示造作用として）
龍吐水１点、提灯箱１点、トランク１点
『校刻日本外史』、『唐詩選画本』
『高等小学地理書 巻一』など、教科書６冊
近代教科書一式
岐阜市周辺の石碑拓本資料一式
石臼（台付）・陶製枕・鏝・蝿捕瓶・足踏水車・金とおし 各１点
写真引伸機１点
近代硬貨及び寛永通宝一式
絵本『ジドウシヤ』など近世・近代書籍１０件２４冊
教育新聞２９２号
仮面ライダーカードアルバムなど、玩具類１９点
鵜飼絵葉書６枚
御殿飾り雛人形１揃
献納白金計算書・合祀記念品引換並昇殿参拝券など、近代生活資料７件
支那事変行賞賜金国庫債券１点、保険料領収帳用袋１点
千種家文書一式、裃２点、麻着物１点、婚礼衣装１組
全国各地のお土産品１８０点
『毎日グラフ オリンピック』など書籍６冊
女児用着物１点、オリンパスPEN-EEカメラ１点
石臼（台付）１点
脱衣箱・マッサージ機・体重計など、銭湯備品類１１件
染め見本帳など染め物用具一式、砧・鳶口など近代生活用具９件
本郷町２丁目自治会月当番札１点、回覧箱１点、土地分類図１点
小学校教科書・ランドセルなど、昭和４０～５０年代学用品５件
朝鮮国境守備除隊記念杯１点、柳側町消防組発会式杯１点、歩兵第６８聯
隊写真１点
女性用百科全書１冊
「暮らしの手帳」（昭和２９年～同５４年）１４８冊
足踏オルガン（昭和１６年製）１点
昭和１４年自動車運転免許証１点
古文書一括
軍事郵便はがき１２枚

石田 鍈二
伊藤 義文
今井 美和子
今井 宗久
今村 善美
岩田 重治
遠藤 十子
岡 豊三
岡田 重久
後藤 淳子
後藤 初雄
斉藤 茂雄
佐々木一太郎
柴田 正寛
柴田 嘉昭
鷲見 富士子
高田 徹
高橋 洋子
竹中 弘子
田村 薫
千種 弘治
中西 勝弘
中野 葉子
中村 理代
野々村高志
野原 伸之
林 保徳
福富 敏雄
真鍋 寛
水野 政子

宮島 美貴子
宮脇 喜代子
森 時子
森 正夫
八代 正男
吉田 正之
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利用の御案内
■ 開館時間 午前９時～午後５時

（入館は午後４時３０分まで）
■ 休 館 日 毎週月曜日と祝日の翌日

（月曜日が休日の場合は翌日）
※特別展開催中は変更することが
ありますのでご注意ください。

■ 観 覧 料
歴史博物館常設展、加藤栄三・東一記念美術館

高校生以上 ３００円（団体２４０円）
小・中学生 １５０円（団体９０円）

両館共通で観覧される場合
高校生以上 ５００円（団体４００円）
小・中学生 ２５０円（団体１５０円）

※市内の小・中学生は無料、団体は２０名以上
企 画 展 常設展料金で御覧いただけます。
特 別 展 そのつど定めた金額。

■ 交通案内 ＪＲ岐阜駅・名鉄岐阜駅から岐阜バ
スにて長良方面行きに乗り、「岐阜公園・歴史博
物館前」で下車、すぐ東に歴史博物館がありま
す。
公園内ロープウェイ乗り場すぐ隣に加藤栄

三・東一記念美術館があります。

博物館だより №６８ ２００８．４

編集・発行 岐阜市歴史博物館

〒５００－８００３岐阜市大宮町２－１８－１ 緯０５８（２６５）００１０

（分館）加藤栄三・東一記念美術館

〒５００－８００３岐阜市大宮町１－４６ 緯０５８（２６４）６４１０

釉下彩牡丹文花瓶
ゆう か さい ぼ たんもん か びん

西浦円治（五代）作 明治４０年代
高29.8cm 口径13.8cm 胴径20.5cm 底径11.5cm

西浦円治は、幕末から明治にかけての岐阜県窯業史の中で重要な
役割を演じました。円治（三代）は美濃焼物取締役として、尾張の
実質的な統制下におかれていた美濃地域の独自性を高めるとともに、
品質の向上をめざして自ら窯や工場を立ち上げました。円治がプロ
デュースした焼き物が西浦焼で、その内容は染付・色絵・上絵付・
釉下彩など多岐にわたります。西浦焼の中で最も異彩を放ったのは
円治（五代）の業績でした。円治（五代）が関与したのは明治２１年
（１８８８）から明治４４年までの２０年余でしたが、明治２２年パリ万博銀賞、
同３７年セントルイス万博金賞、同３８年リュージュ万博金賞など海外
でも高い評価を得たのです。グローバルな関心をもつ円治が明治３０
年代以降に手がけたのが釉下彩でした。これは、同時代のロイヤル
コペンハーゲン（デンマーク）や岐阜市の姉妹都市でもあるシンシ
ナティ（アメリカ）のルークウッドの作品と強い共時性をもつ、万
国博の時代が生み出した焼き物だったのです。
この花瓶も典型的な釉下彩の作品で、牡丹の花弁や葉、背景に吹
き絵によるグラデーションが美しく施され、底面には呉須による西
浦のサイン、胴下部（裏側）には次のようなラベルが貼られています。
協会番号 １０６３／１・出品番号第１号・品名 花瓶・売価 ３ポ

ンド１２シリング１１ペンス・府県 岐阜県・出品人 西浦円治
この売価が英国の通貨であることから、明治４３年に開催された日英博覧会の出品作品で、日英博

覧会出品協会のラベルであったと考えられます。円治は同博覧会に花瓶・香炉などを出品し名誉賞
をうけました。今日、日本に残る西浦焼の優品は海外から里帰りしたものが大半で、この作品もそ
の一つですが、海外にわたった来歴をうかがうことのできる貴重な作品であるともいえるでしょう。


